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Ⅰ 運営 編

■1　ソフィア・アーカイブズの設置について
総務局広報グループにて行っていた上智大学史資料室業務を組織化し、2020 年 4 月 1 日に上智学院ソフィ

ア・アーカイブズが設置された。

1-1　設置の経緯
GL2.1（当時）に掲げたとおり、イエズス会教育精神の理解と浸透のための基盤を整備すること、また設置

校を含む学院に関する歴史的資料を適切に収集・管理・公開する体制を整えるため、総務局広報グループのも

とにある上智大学史資料室の改組を検討した。

組織としては、法人全体をみて将来のために必要な史資料の収集、活用等の方針を策定する機能が必要とい

う意見から、学院の直下に組織を置くこととし、大学だけではなく法人のもとに設置された短期大学部、社会

福祉専門学校、設置中高 4 校のアーカイブズとの連携、協力も行うこととした。

また、現状では必要な史資料を確実に収集する仕組みがなく、廃棄、散逸している恐れがあるとの意見から、

文書等管理規程の見直し（保存期間、保存方法の規定）、各部署での保存期間終了後の文書の取り扱い（廃棄

またはアーカイブズへの移管）について各部署と連携し、適切に保存する体制づくりも検討すべきことと位置

付けられた。

収集と同じく重要視されたのは、収集した史資料を公開、活用する場である 6 号館展示の企画、運営体制の

明確化であった。これについては、総務局広報グループと協力して活動しながら検討することとした。

最大の課題であった、人的問題（専任職員 1 人のみで担当しており、業務の継続性が担保されない。「評価・

選別」ができる専門人材が配置されていない。）については、複数人の配置とはなったものの、アーカイブズ

に関する専門知識、イエズス会に関する知識の習得に関しては、専門員の配置がないまま、個人の自己研鑽に

依存し、活動を開始することとなった。

1-2　設置時の組織
上智学院直下に上智学院ソフィア・アーカイブズを置く。館長の下に、アーカイブズ運営委員会を置く。

1-3　設置規程
ソフィア・アーカイブズ規程を 2020 年 4 月 1 日に制定した。

1-4　設置時の課題と展望
ソフィア・アーカイブズ規程第 3 条において活動目的を定めている。その目的を達成するために、第 4 条

に具体的な活動が定められている。

（１）資料の収集、整理及び保存

（２）調査・研究及びその成果の公開

（３）展示会等の開催

（４）資料の公開及びレファレンスサービス

（５）年史等の編纂その他出版に関する事項

（６）本学院及び設置校の自校史教育に関する事　
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（７）その他前条に定める目的の達成に必要な事項

（１）（２）については、行政的活動としての文書保存を、教育、研究、社会貢献活動へ繋げることを視野に

入れ活動する必要がある。また（６）については、将来的に学校史編纂への展開を検討する。実際に活動を開

始してみると、今までには気付かなかった、デジタルトランスフォーメーション時代におけるボーンデジタル

資料の取扱いについて、今後検討していく必要があることも課題として認識できた。

■2　諸規程の策定
アーカイブズの運営は、さまざまな規程を必要とする。機関自体の定義・機能に関するものはもちろん、肝

要なのはアーカイブそのもの、諸資料の移管・選別、保管、利用等に関する規程だろう。大学アーカイブズも、

多くはこの機関規程、所蔵文書等利用規程によって成り立っている。当アーカイブズでは、機関規程は設置に

先立って制定されたため、すでに１で扱った。ここでは、主に所蔵文書等利用規程の策定について整理しておく。

2-1　ソフィア・アーカイブズ所蔵文書利用等規程
2-1-1　策定の経緯

当アーカイブズが設置され、辞令が交付された 2020 年 7 月 13 日の段階で、所員（館長北條・副館長木村・

事務長大日方・職員大塚）による簡単なミーティングがなされた。以降、メールでの情報交換、対面での意見

交換を何度か行い、前身である史資料室の業務の共有、アーカイブズとしての再編・拡充に当たっての課題等

を話しあうなか、所蔵資料の保管・利用について厳密な規程を設ける必要が指摘された。旧史資料室においても、

もちろんすでに所蔵資料の保管・利用が行われていたが、それはいわば慣習に基づくものであり、先行する（主

に国公立の）大学アーカイブズの具備するような規程を設けていなかったのである。第一案の策定は、一応の

アーカイブズの知識を持つ北條が担うこととなったが、2020 年度は北條がサバティカル・リーブを取得して

いたこと、また新型コロナウィルス感染症（以下 COVID-19）の感染拡大にともないアーカイブズの運営が

限定的にならざるをえないこと等があり、当該作業も大幅に遅滞、完成・施行までに 1 年余りを要することと

なった。

2-1-2　策定の過程
以下、幾つかの時期に区切り策定作業の経過を記す。

① 2020 年８〜９月　第一案の策定

まず北條は、他の大学アーカイブズの持つ文書利用関係諸規程を収集、内容を分析し、比較・検討する作業

から開始した。当時は未だ私立大学のアーカイブズ自体が少なく、また規程を公開している機関も稀であった

ため、国公立の大学アーカイブズを中心とする約 20 の機関を対象に、約 50 の関連規程を確認、なかでも詳

細な内容を持つ広島大学の諸規程（「広島大学文書館規則」「同文書館特定歴史公文書等利用等規則」「同文書

館特定歴史公文書等の利用等に関する内規」「同文書館学術的資料の利用等に関する内規」「同文書館における

公文書管理法に基づく特定歴史公文書等の利用請求に対する処分に係る審査基準」「同閲覧室における特定歴

史公文書等の利用に係る遵守事項等に関する定め」「同文書館特定歴史公文書等の複写等に関する定め」）、大

阪大学の諸規程（「大阪大学アーカイブズ規程」「同アーカイブズ特定歴史公文書等利用等規程」「同アーカイ

ブズ特定歴史公文書等利用細則」「同アーカイブズ歴史資料等利用内規」「同アーカイブズにおける公文書管理

法に基づく利用請求に対する処分に係る審査基準」）を重視し、両規程の策定に関わった大阪大学アーカイブ

ズ教授菅真城氏へのヒヤリングも実施しつつ、文書利用関連規程の意義・目的・構造、最低限の内容などを抽
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出した。また、これらの規程は「公文書等の管理に関する法律」（平成 21 年法律第 66 号、以下「公文書管

理法」と略称）、「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」（平成 13 年法律第 140 号、以下「独

立行政法人情報公開法」と略称）、「行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律」（平成 15 年法律第 58

号）、「不正アクセス行為の禁止等に関する法律」（平成 11 年法律第 128 号）等を母法（法的根拠）としてい

るため、それらの内容、文書利用関連規程との関係も含めて分析し、必要な条文・概念・定義について策定し

ていった。その際、原則としては、「学校教育法」（昭和 22 年法律第 26 号）第 9 章（大学）、「私立学校法」（昭

和 24 年法律第 270 号）等に基づく教育・研究機関としての公共性、社会貢献の義務・責任に照らし、国公

立の大学アーカイブズが持つ諸規程の方針に準拠する形を採った。ただし、私立大学には適さない、あるいは

必要のない条文については削除もしくは改変し、もしくは本学院の事情に則して調整・修正を加えた。とくに、

各条文の制定の根拠や関連規程については、キリスト教ヒューマニズムに基づく本学の建学の精神をはじめ、

本学院独自の文書等管理規程、個人情報保護規程、学術研究倫理ガイドライン、「人を対象とする研究」に関

するガイドライン等を参照することにした（詳しくは 2-1-3 を参照）。

このようにして、9 月 18 日には第一案を完成、当アーカイブズ内で意見交換をして補足・修正を行い、9

月 28 日には第 1 回運営委員会にて、とくに第 1 条（目的）・第 9 条（個人情報漏えい防止のために必要な措置）・

第 12 条（利用請求の取り扱い）における制定根拠の問題、学院や国家の情報に関する公開の問題について審

議を行った。この間、内容的には大きな改変はなく、文言・表現等の微調整を経て第二案を作成した。

② 2020 年 10 月〜 2021 年 2 月　総務局法務チームによるチェック／修正作業

運営委員会にて承認を得た第二案をもとに、まずはメールによるファイルのやり取りを通じ、本学院総務局

法務チーム（岩瀬俊和・田中啓朗）による標記・内容、学院諸規程との整合性等に関するチェックを受けた。

具体的には、法務チームによる第二案（Word の文書ファイル）への注記を逐一当アーカイブズ内で検討、修正・

回答（新案の作成）することを繰り返し、また 12 月 14 日には法務チームとの直接のミーティングも行って

（アーカイブズ側：北條・木村・大塚・大日方）、最終的には 2 月 12 日作成の第五案をもって決定稿とした。

③ 2021 年 4 月〜 12 月　各会議体への付議・施行

第五案は、2021 年 3 月 17 日開催の第 2 回運営委員会、11 月 18 日開催の局長会議（館長がオブザーバー

として出席し説明）、11 月 24 日開催の高等教育常務会にて付議・承認され、12 月 1 日をもって施行された。

そののち速やかに、社会貢献の一環として、当アーカイブズのホームページにて全文を公開した。

2-1-3　概要と特徴
先述したとおり、国公立大学アーカイブズの所蔵文書利用等規程は、「公文書管理法」および「独立行政法

人情報公開法」を母法とするが、私立大学アーカイブズはかかる法的根拠を持たない。しかし、「学校教育法」「私

立学校法」等に基づく教育・研究機関としての公共性に照らし、原則として国公立大学アーカイブズの所蔵文

書利用等規程に準拠した内容となっている。そのうえで、私立大学のアーカイブズ規程としての最大の特徴は、

冒頭第 1 章第 1 条にて、母法に替わる制定の根拠を「キリスト教ヒューマニズムと建学の精神に基づく、他

者のための世界の構築と公共性の維持」に求めている点といえよう。

第１条　ソフィア・アーカイブズ（以下、「アーカイブズ」という。）は、キリスト教ヒューマニズムと学校法

人上智学院（以下「本学院」という。）各設置校（以下「各校」という。）の建学の精神に則り、他者の

ための世界の構築と公共性の維持に貢献するため、ソフィア・アーカイブズ規程（以下、「アーカイブズ

規程」という。）第 2 条から第 4 条に基づき、本学院に関係する法人事務文書、特定歴史文書の収集、

及び本学院各部局とその関係者より移管・寄贈・寄託された法人事務文書、特定歴史文書の適切な整理・
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保存・公開・廃棄、及び調査・研究を行うために必要な事項を定める。

私立の学校法人が生産する諸記録は、独立行政法人である国公立大学のそれのように、法的レベルにおいて

は公文書ではありえない。しかし、以上のいわば、一般社会に共有される公共の倫理に基づいて考えた場合、

本学院が生産し当アーカイブズが所管する資料も、「公文書管理法」第２条第４項に規定される「行政文書」、

同第５項に規定される「法人文書」に準じる公共性を持ちうる。そこで、当アーカイブズの所管資料もかかる

法律の規程に基づき、それぞれ「法人事務文書」（本学院にて職務上作成される事務文書）、「特定歴史文書」（歴

史資料として重要な法人事務文書）に区分・定義している（第 1 章）。そして以下、これら二種の文書の適切

な整理・保存（第 2 章）、利用（第 3 章）、破棄（第 4 章）、および調査・研究を行うために必要な事項も、や

はり「公文書管理法」「独立行政法人情報公開法」等を参照し、適宜修正・削除・補足を加えつつ定めている

のである。

その点で特記しておきたいのは、第 9 条（個人情報漏えい防止のために必要な措置）・第 12 条（利用請求

の取扱い）に関する情報公開の問題である。

第 9 条では、法人事務文書については本学院の「個人情報の保護に関する規程」（平成 15 年 4 月 1 日制定）

その他関連規程に基づき、特定歴史文書については「上智大学学術研究倫理ガイドライン」（平成 22 年 1 月

1 日制定）、「上智大学『人を対象とする研究』に関するガイドライン」（平成 22 年 4 月 1 日制定）に準拠し、

漏洩の防止のための措置を定めている。国公立大学のアーカイブズの場合には、本条に当たる条文の母法は「公

文書管理法」第 15 条第３項となるが、私立大学アーカイブズの規程としてはこれを直接典拠にできないため、

「上智大学学術研究倫理ガイドライン」「上智大学『人を対象とする研究』に関するガイドライン」に準拠する

形とした。

第 12 条については、文書に利用を制限する情報が含まれている場合の規程で、ア）一部を除く個人情報、イ）

他法人や事業を営む個人の権利・利益等を害するおそれがある情報、ウ）本学院・他法人の検討中の事項で特

定の者の利害に影響するもの、エ）国公立の機関・法人の情報で公開により事業運営に支障を来すもの、がそ

れぞれ該当する。国公立大学のアーカイブズの場合、当該規程の母法は「独立行政法人情報公開法」第５条に

該当するが、これは国家に連なる機関であるがゆえに詳細な規程があり、例えば第 4 項においては、以下のよ

うな文言が続いている。

四　国の機関、独立行政法人等、地方公共団体又は地方独立行政法人が行う事務又は事業に関する情報であっ

て、公にすることにより、次に掲げるおそれその他当該事務又は事業の性質上、当該事務又は事業の適正な遂

行に支障を及ぼすおそれがあるもの

イ　国の安全が害されるおそれ、他国若しくは国際機関との信頼関係が損なわれるおそれ又は他国若しくは

国際機関との交渉上不利益を被るおそれ

ロ　犯罪の予防、鎮圧又は捜査その他の公共の安全と秩序の維持に支障を及ぼすおそれ

この項はこのあとトまで掲げられるが、とくに上記の部分については、国家間の紛争や治安の攪乱にも影響

する情報ということになる。かかる文書が当アーカイブズに存在する可能性も皆無ではないが、いいかえれば、

私立大学の自律性を侵しかねない規程ともなりうる。そこで、運営委員会にて議論を尽くし、法務担当からの

チェックやアドバイスも得て、「独立行政法人情報公開法」第 5 条各号の詳細は省略、より簡略な内容へ整理

し現行の本規程第 12 条となった。

以上のとおり本規程の特徴は、国公立大学のアーカイブズ諸規程、その母法群をも参照しつつ、私立大学アー

カイブズとしての自律性、カトリック大学としての独自性を活かし、適宜省略・補足・修正を加えている点に

あるといえよう。
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2-1-4　その他
本規程は、当アーカイブズのホームページ上にて公開したのち、類似の規程を持つ私立大学アーカイブズが

少なかったこともあってか、一部から注目・評価された。例えば 2023 年 6 月 14 日には、学習院アーカイ

ブズの依頼に基づき合同のオンライン会議が開かれ、北條より本規程の特徴、策定の経緯などについて説明、

意見交換を行った。学習院アーカイブズからは、とくに国公立の大学アーカイブズの規程との関係、個人情報

の公開に関する「時間の経過」の考慮、廃棄の規程について質問があった。

2-2　デジタル・データベース公開判断基準（内規）
2-2-1　策定の経緯・過程

当アーカイブズでは、2022 年 3 月 30 日より、デジタルアーカイブを公開中である（詳しくは、4-2 参照）。

しかしそのデータ作成・公開準備作業中、すぐに大きな問題が浮上した。通常の文書利用・公開に際しては、

利用者からの申請を受けてアーカイブズ側が公開の可否、部分公開の可能性などを検討、アーカイブズのみで

決定が困難な場合には、運営委員会、弁護士の助言を受け、最終的に総務担当理事が判断することになる（「所

蔵文書利用等規程」第 11 〜 16・22 条）。公開を決定した場合、事前に第三者の個人情報等が含まれている

かチェックしておき、連絡可能ならばその旨を通知して異議申し立てを受け付け、あらためて公開の可否を審

議する必要もある。しかし、デジタルアーカイブを Web 上で一般公開する場合、収録するすべての資料につ

いて、上記のプロセスを事前に終了しておかねばならない（逆にいえば、上記のプロセスを経ていなければ一

般公開が適わない）。とくに、画像・動画・音声の場合は、肖像権・著作権関係の処理が極めて難しい。

しかし、総務省『デジタルアーカイブの構築・連携のためのガイドライン』（総務省、2012 年）は、デジタルアー

カイブ構築のメリットを列挙し推奨しつつ、技術的なことがら、権利関係、個人情報関連への注意については

ほとんど説明されていない。よって、当初は必要に応じて担当者が参考資料を集め、アーカイブズ内で意見交

換したうえで判断し、なるべく個人情報等の検討の必要のない資料を中心に公開・準備を進めていた。しかし

かかる情況は効率的ではなく、やはり、権利処理にも熟達していない作業担当者が依拠できるような判断基準、

ワークフローを策定する必要が高まった。策定の作業は、「所蔵文書利用等規程」に続き北條が担うことになっ

た。2023 年 2 〜 3 月頃に参考資料その他の情報収集を行い、未整理のうちはデジタルアーカイブ学会策定

の「肖像権ガイドライン」を援用、2023 年 6 月 9 日の第 7 回運営委員会にて進捗情況を報告し方向性を審議、

以降臨機に判断を行ってきた。結果、2025 年 3 月現在も明確な規程を作成するには至らず、上記「ガイド

ライン」を適宜ローカライズして対応している。以下、現行の方式の概要と特徴、課題を整理しておく。

2-2-2　概要と特徴・課題
デジタル・データベースの構築には必ずデジタル化という複製を要するが、著作権法 30 条によれば、それ

自体が複製権の侵害となりうる。しかし、31 条 1 〜 2 項によって、博物館や博物館相当施設のほか、当アー

カイブズのような非営利のアーカイブズ機関にも、「保存のための」複製は許可されている。また、2018 年

に改正された 47 条 3 項によって著作物のサムネイル画像が提供可能になったほか、同条 5 の 1 〜 2 項によっ

て、著作物を検索・解析するために軽微な利用を行うこと、その準備のためにデジタル化・データベース化を

行うことも許容されている。ただし、パブリック・ドメイン（保護期間満了）となっていない著作物を、著作

権法に抵触する方法で利用するときのみ、諸権利の制限規定を検討して利用許諾が必要か否か（公開が可能か

どうか）判断してゆかねばならない。ワークフローは基本的に、①著作権関連の処理、②肖像権関連の処理、

の 2 段階で行っている。

① 著作権関連の処理
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「著作権法」では、2 条 1 項 1 号に定められた著作物について、著者の権利をさまざまに定めている。その

保護期間は、2018 年に TPP 関連法の制定・発行にともない複雑化、例えば著者が明瞭な著作物はその死後

50 年から 70 年へ、変名 ･ 無名の著作物や団体著作物はその公表後 50 年から 70 年へ改変されている。基

本的には、パブリック・ドメイン（保護期間満了）となっていない著作物を、著作権法に抵触する方法で利用

するときのみ、諸権利の制限規定を検討して利用許諾が必要か否か（公開が可能かどうか）判断してゆく。該

当する権利は以下のとおりである。

a）著作者人格権　→著作者の人格的利益を保護する。著作者の死亡により消滅するが、著作権が消滅した

作品にも適用される場合がある。公表権（18 条）、氏名表示権（19 条）、同一性保持権（20 条）、名誉声望

保持権（113 条 6 項）を含む。著作者物故の場合も、生存していれば人格権の侵害となるような行為をして

はならず（60 条）、違反した場合は、遺族から名誉回復等の措置を求められる可能性がある（116 条 1 項）。

また類似の権利として、音楽や演劇等のパフォーマティヴな著作物に適用される、実演家人格権がある。

b）著作隣接権　→メディアには多層的な権利が併存するため、実演家の権利（90 条 2 項目以下）、レコー

ド製作者の権利（96 条以下）、放送事業者の権利（98 条以下）、有線放送事業者の権利（100 条 2 項以下）

が認められている。保護期間は TPP11 により、いずれも実演後 50 年から 70 年に延長されたが、一般放送・

有線放送は 50 年のままに留められている。また、1970 年以前の実演は著作権で保護（著作者公表後／死後

30 年、未公表は発行後／興業後 30 年）されており、隣接権と比較して保護期間の長い方を適用する。

c）外国著作物　→第二次世界大戦時の連合国側の著作物について、1952 年のサンフランシスコ講和条約

（「連合国及び連合国民の著作権の特例に関する法律」4・6 条）により、保護期間を戦時に相当する期間（最

大 11 年間）に換算する。

また、デジタル・データベースの多くを占める写真著作物・映像著作物については、いずれも著作権者は撮

影者・製作者を意味するが、旧「著作権法」（1899 年）、新「著作権法」（1970 年）、新法改定（1997 年、

2004 年）、TPP に基づく改定（2018 年）等との関係で保護機関の延長があり、独自に注意を要する。

d）写真著作物の扱い　→保護期間は、旧法の適用される 1970 年 12 月 31 日までの撮影物は原則とし

て発行後 13 年（発行されなかったものは種板製作の翌年から 13 年）、1971 年 1 月 1 日〜 1997 年 3

月 24 日のものは公表後 50 年、1997 年 3 月 25 日〜 2018 年 12 月 28 日のものは著作者死後 50 年、

2018 年 12 月 29 日以降のものは著作者死後 70 年で満了となる。よってワークフローとしては、①旧法に

よる保護期間終期の確認→②新法が適用される 1971 年 1 月 1 日以降のものについて、保護期間の終期：公

表後 50 年（①と比べ長い方）が新法改定の対象となるか確認→③改定の対象となる 1997 年 3 月 25 日以

降のものについて、保護期間の終期：著作者死後 50 年（②と比べ長い方）が TPP による改定の対象となる

か確認→④改定の対象となる 2018 年 12 月 29 日以降のものについては、保護期間の終期（③と比べ長い方）

は著作者死後 70 年を選ぶ、と進む。各段階で対象外となるものは、保護期間を満了している。

e）映像作品著作物の扱い　→映像作品については複数の製作者が存在しうるため、まず著作者が誰かに配

慮が必要である。保護期間は、旧法の適用される 1970 年 12 月 31 日までの製作物は原則として発行後 13

年、1971 年 1 月 1 日〜 2003 年 12 月 31 日のものは公表後 50 年（創作後 50 年以内に非公表の場合

創作後 50 年）、2004 年 1 月 1 日以降のものは公表後 70 年（創作後 70 年以内に非公表の場合創作後 70

年）で満了となる。ただし、旧法下での保護期間は、例えば独創性があるかどうかによって保護期間が 38 年

に延長されるなど、複雑な計算を要する場合がある。よってワークフローとしては、①旧法による保護期間終

期の確認→②新法が適用される 1971 年 1 月 1 日以降のものについて、保護期間の終期：公表後 50 年（①

と比べ長い方）が新法改定の対象となるか確認→③改定の対象となる 2004 年 1 月 1 日以降のものについて、

保護期間の終期（②と比べ長い方）は公表後 70 年を選ぶ、と進む。各段階で対象外となるものは、保護期間
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を満了している。

② 肖像権関連の処理

デジタル・データベースによって写真・映像等が公開される場合、著作権者のみならず、被写体の権利にも

配慮しなければならない。主に、憲法 13 条（幸福追求権）を根拠とする肖像権、プライバシー権があり、個

人の肖像や私生活を本人の許諾なく公開した場合、公益性との関係で侵害とみなされる場合がある。日本では、

公益性が過大に認められ個人の権利が矮小化される傾向にあるため、学生の権利の保護を義務とする大学の

アーカイブズは、とくに注意を要する。なお、これらは生存する個人のみを対象とするため、歴史上の人物等

については配慮の必要ないが、公開のあり方によって遺族の人格権が侵害される場合、死者のプライバシーも

一程度保護される。また、個人の氏名や肖像権が一定の顧客吸引力を有する場合、その排他的利用はプライバ

シー権の侵害に当たるため、著名人の写真等の公開については検討が必要である。

ところでこれらの問題は、総体的には個人情報保護の問題に該当する。インターネットの普及とそれにとも

なう種々の問題の発生を受け 2017 年 5 月に「個人情報保護法」が改正、中小規模のアーカイブズもその対

象となった。「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」76 条に基づき、学術研究機関や報

道機関が学術研究目的や報道目的で個人情報を取り扱う場合、同法の義務規定の適用除外となっているが、国

公立の大学アーカイブズに準拠する当アーカイブズでは、公益性と個人情報保護との関係については独立行政

法人以上に慎重になったほうがよかろう。また、EU では 2018 年 5 月に「一般データ保護規則（GDPR：

General Data Protection Regulation）」が制定、EU 市民や EU 在住の個人に関わる情報を取り扱う外国

の組織にも適用され、「忘れられる権利」や「データポータビリティの権利」など、日本の個人情報保護法に

含まれない規定も多くあるため、ヨーロッパに関する個人情報を多く含む当アーカイブズのアーカイブでは、

とくに注意をしておく必要がある。その他の詳細は、本学院の「個人情報の保護に関する規程」（2003 年４

月１日制定）に準拠して対応する旨、「所蔵文書利用等規程」にも記載してある。

公開の可否、方式を判断する基準については、デジタルアーカイブ学会法制度部会による「肖像権ガイドラ

イン〜自主的な公開判断の指針〜」（同学会法制度部会、2021 年）のポイント制をローカライズして援用する。

基本的なワークフローは、以下のとおりである。

a）被写体の判別　→知人が見れば誰なのか判別可能か？ 

・No：公開に適する　／　Yes：適さない

b）被写体の同意　→被写体本人の同意は得ているか？ 

・Yes：公開に適する　／　No：適さない

c）ポイント計算　→公開で生じる被写体本人の精神的な影響をポイント計算

・0 点以上	 ：公開に適する

・-1 〜 -15 点	 ：条件付き公開　→公開箇所の限定 ／ マスキングで対応

・-16 〜 -30 点	 ：条件付き公開　→厳重なアクセス管理 ／ マスキングで対応

・-31 点以下	 ：条件付き公開　→マスキングで対応

ポイント換算については、最高裁判所が権利の侵害の有無を判断する際の基準、6 要素をもとに計算、合計

点を採る形式となっている。6 要素とは、①被撮影者の社会的地位（公人か私人かを測る）、②被撮影者の活

動内容（活動の種類・被撮影者の立場から、公的か私的かを測る）、③撮影の場所（公共の場所か私的空間か

を測る）、④撮影の態様（写り方・撮影状況・被写体の状況から、個人の特定や姿態の公的／私的を測る）、⑤

写真の出典（すでに公開されているか、希少性などを測る）、⑥撮影の時期（50 年に至る経過年数から測る）で、

例えば①では、公人（政治家など）を +20、著名人（芸能人、スポーツ選手など）を +10、16 歳未満の一

般人（保護者の同意が推定できるなら減点しない）を -20、有罪確定者を +5、元被疑者で逮捕・摘発の報道
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から 10 年経過を -10、被疑者・刑事被告人の家族を -10、事件の被害者とその家族を -5 として合算してい

る（1 枚の写真に複数の人物が写っている場合、各人物ごとにポイントを計算し、最もポイントの低い人物を

基準に判断する）。ただし、同ガイドラインを策定したデジタルアーカイブ学会も指摘しているとおり、各アー

カイブズではその収載する記録の性格に準拠した、特定の要素が必要であろう。当アーカイブズにおいては、

宗教や教団の関わる問題、戦前・戦中の政治的問題などが該当しようが、それらはむしろ明確に基準化できず、

その都度事務局内で検討する方が適切と思われる。なお、「所蔵文書利用等規程」15 条には、情報公開に関す

るオプトアウトの方法を定めており、今後はデジタル・データベース内にも明記をしておく必要があるかもし

れない。

以上が現行の方式の概要だが、①著作権・②肖像権の処理を一貫させ、当アーカイブズの記録類に準拠した

ポイント要素および規程を整備、全体を内規化し、かかる問題に深い知識のない職員でも運用可能にすること

が、喫緊の課題となっている。

本規程の策定に際して使用した文献は以下のとおりである。

・総務省　2012『デジタルアーカイブの構築・連携のためのガイドライン』同省

・島根大学附属図書館　2016「島根大学附属図書館デジタルアーカイブ運用要項」同館（最終改正 2021 年）

・福井健策・小林利明　2017「デジタルアーカイブ利活用と著作権等」『AD STUDIES』60

・�坂口貴弘　2019「アーカイブズにおける秘密情報保護と資料公開：欧州のデータ保護制度を手がかりに」

『創価教育』12 

・�福井健策監修 ･ 数藤雅彦編　2019『権利処理と法の実務 ( デジタルアーカイブ ･ ベーシックス 1)』勉誠

出版

　  （序章）生貝直人「デジタルアーカイブの構築に関わる法制度の概観」

　  （2 章）数藤雅彦・橋本阿友子「保護期間満了（パブリックドメイン）の判断基準」

　  （4 章）長坂俊成「自治体が運営する災害デジタルアーカイブ：肖像・プライバシー等を巡る現状と課題」

・県立長野図書館　2021「信州デジタルコモンズ運用規程」同館

・根本彰　2021『アーカイブズの思想：言葉を知に変える仕組み』みすず書房

・デジタル ･ アーカイブ学会法制度部会　2021　｢肖像権ガイドライン〜自主的な公開判断の指針〜｣ 同学会

■3　ソフィア・アーカイブズ運営委員会
3-1　ソフィア・アーカイブズ運営委員会の活動

◇第 1 回　2020 年 9 月 28 日開催

議題：（１）ソフィア・アーカイブズ所蔵文書利用等規程について

	 （２）デジタルアーカイブへのコンテンツ追加について

	 （３）2021 年度予算について

報告：（１）オンライン企画展の開催について

　	 （２）ソフィア・アーカイブズの公式ホームページについて

◇第 2 回　2021 年 3 月 17 日開催

議題：（１）2021 年度企画展（予定）について

	 （２）ソフィア・アーカイブズブックレットの企画について

	 （３）展示スペースの名称について
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	 （４）6 号館展示ワーキンググループメンバーについて

	 （５）中・高各校におけるアーカイブズの将来計画について

報告：（１）ソフィア・アーカイブズ所蔵文書利用等規程について

	 （２）広島学院中学校・高等学校および六甲学院中学校・高等学校への訪問について

◇第３回　2021 年 10 月 19 日開催

議題：（１）2022 年度予算について

	 （２）企画展について

報告：（１）史資料収集のご協力について

	 （２）学芸員課程の実習生受け入れについて

	 （３）ブックレットについて

	 （４）ソフィア・アーカイブズデータベースの進捗状況について

	 （５）所蔵文書等規程について

	 （６）設置校ワーキンググループについて

	 （７）文学部初年次研修会への参加について

	 （８）基盤教育センターとの連携について

	 （９）真田堀試掘調査の記録について

	 （10）キャンパス整備との連携について

	 （11）アーカイブズの blog、Twitter について

	 （12）100 周年記念関係事業の資料移管について

	

◇臨時　2022 年 1 月 18 日開催

議題：（１）「ソフィア・アーカイブズ　データベース」における史資料の公開基準について

	 （２）　ソフィア・アーカイブズデータベースについて

◇第 4 回　2022 年 3 月 15 日開催

審議：（１）ブックレットの次期企画について

	 （２）2022 年度の委員会メンバーについて

報告：（１）ブックレット 2 の発行について

	 （２）新企画展について（アメリカ・カナダ研究所主催）

	 （３）ソフィア・アーカイブズデータベース公開について

	 （４）ホームページのアーカイブズ化について

	 （５）2022 年度の予算示達について

	 （６）その他

◇第 5 回　2022 年 7 月 6 日開催

審議：（１）2022 年度運営委員会メンバーの選出について

報告：（１）2021 年度活動報告、2022 年度活動計画について

	 （２）2021 年度予算執行状況、2022 年度予算示達内容について

	 （３）2022 年度企画展示について
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	 （４）創立記念行事企画について

	 （５）データベースについて

	 （６）ブックレット 3 の進捗について

	 （７）社会福祉専門学校 ( 閉校 ) からの資料移管について

	 （８）その他

◇第 6 回　2022 年 10 月 20 日開催

審議：（１）2023 年度予算について                                       

	 （２）映像・音声資料等のデジタル化及び公開の優先順位について

報告：（１）委員の任期延長について

	 （２）設置 4 校ワーキングミーティング実施報告

	 （３）大学ホームページ更新に関する作業について　　　　

	 （４）ブックレット 3 の進捗について

	 （５）企画展の開催について

	 （６）ソフィア・アーカイブズデータベース公開作業の進捗について

	 （７）教育連携・社会貢献について	

	 （８）調査短報

◇第 7 回　2023 年 6 月 16 日開催

審議： （１）デジタルアーカイブ公開規程について（意見徴収）

	 （２）ブックレット 4 について及び今後のブックレットについて

報告：（１）決算

	 （２）中長期計画と 2023 年度事業計画　

	 （３）委員の交代について（中高）

	 （４）デジタル化紹介

	 （５）中高 4 校に向けての研修動画について　　　　

	 （６）	 ARSI 資料調査について

	 （７）	 展示について

	 （８）教育サポート、研修関係

◇第 8 回　2023 年 10 月 30 日開催

審議：（１）ブックレット 4 内の上智大学創設当時の学生の個人情報の取り扱いについて

	 （２）2024 年度予算申請について　

報告：（１）ワーキンググループ設置について

	 （２）展示につぃて

	 （３）教育サポート

	 （４）アーカイブズ内常設展示について

◇第 9 回　2024 年 4 月 25 日開催

審議：（１）ソフィア・アーカイブズ年間活動報告書について
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	 （２）2023 年度決算について

	 （３）2024 年度の活動方針について

	 （４）展示について（体制及び 2024 年度の企画について）

	 （５）ブックレットについて (2024 年度の企画および 2025 年度に向けて )

報告： （１）アーカイブズ内の展示リニューアルについて

	 （２）オール・ソフィアンズデイへの参加について

◇第 10 回　2024 年 11 月 21 日開催

審議：（１）2025 年度の企画展示の選定について

	 （２）2025 年度アーカイブズ予算申請について

報告：（１）6 号館 1 階マルチマップテーブル機器・プログラム変更について  

	 （２）アーカイブズ活動報告（4 月～ 10 月）  

3-2　運営委員一覧　（巻末資料1）

■4　各種ワーキンググループ
4-1　6号館1階展示物ワーキンググループ

6 号館の共同利用を開始した 2017 年 4 月以降、1 階展示スペースを運用する部署が定まっていなかった

ため、2018 年 2 月に展示スペースの活用、展示企画案についてアイデアを出す目的で、アガスティン・サ

リ総務担当理事（当時）の発案で 6 号館 1 階展示物ワーキンググループが設置された。ソフィア・アーカイ

ブズが組織される以前の第 1 回から第６回についても参考までに掲載する。

なお、2020 年 4 月に上智大学史資料室がソフィア・アーカイブズに改組されて以降、予算がアーカイブ

ズ管理になったため、ソフィア・アーカイブズ運営委員会の下部組織として新たなワーキンググループ設置を

計画することから、本ワーキンググループは解散した。（2023 年 10 月 31 日開催　第 8 回ソフィア・アー

カイブズ運営委員会にて報告）

4-1-1　活動
◇第 1 回　2018 年 2 月 19 日開催

審議：（１）�今後の企画展について、施設・設備面、展示目的、期間、テーマ、情報収集方法、什器等につ

いての意見交換

◇第 2 回　2018 年 7 月 9 日開催

審議：（１）企画展のテーマについて

	 （２）その他

報告：（１）施設・設備（セキュリティ）について

◇第 3 回　2018 年 11 月 27 日開催

審議：（１）展示スペース 2 の企画展「キリシタンの世紀」について

	 （２）展示スペース 2 の次期企画展について

	 （３）展示スペース 3 の活用について
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	 （４）企画展の公募について

	 （５）その他

報告：（１）ワーキンググループ新メンバーについて

◇第 4 回　2019 年 2 月 28 日開催

審議 :（１）展示スペース 2 の次期企画展「イコンに見る聖書の世界」について

	 （２）展示スペース 2 および 3 の次期企画展について

	 （３）その他

報告：（１）企画展「キリシタンの世紀」講演会実施報告

◇第 5 回　2019 年 7 月 23 日開催

審議：（１）「ローマ教皇来日記念」写真展について

	 （２）2019 年度後半～ 2020 年度の企画展について

	 （３）その他

報告：（１）ワーキンググループメンバーについて

	 （２）企画展「イコンに見る復活」講演会について

	 （３）�展示スペース 2 の企画展「上南戦第 60 回記念大会－スポーツを通じた交流の歴史－」につい

て

	 （４）展示スペース 3 の企画展「ロシアの風景」について

	 （５）展示スペース 2 の次期企画展「国際部設立 70 周年」について 

		

◇第 6 回　2020 年 1 月 23 日開催

審議：（１）展示スペース 2 の次期企画展「教皇フランシスコの来校（仮題）」について

	 （２）2020 年度の企画展について

	 （３）6 号館 1 階展示スペースのホームページについて

	 （４）その他

報告：（１）展示スペース 2 の企画展「国際部創立 70 周年」につい

	 （２）教皇フランシスコ来校記念展示について

◇第 7 回　2020 年 10 月 30 日開催

議題：（１）2021 年度の企画展について（継続審議）

	 （２）展示企画の募集について（継続審議）

	 （３）展示スペースの名称について（継続審議）

報告：（１）ワーキンググループメンバーについて

	 （２）ソフィア・アーカイブズのホームページについて

	 （３）展示スペース 2 の企画展「教皇フランシスコ、来校ありがとう」について

	 （４）�第 1 回 Web 展示「受け継がれるメッセージ－緒方貞子先生から将来を担う若者へ－」について

◇第８回　2021 年 2 月 25 日開催

議題：（１）2021 年度の企画展について（継続審議）

	 （２）学芸員課程／展示ワーキング／ソフィア・アーカイブズの協働について
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	 （３）展示スペースの名称及びその情宣方法について（継続審議）

	 （４）その他

報告：（１）�第2回オンライン企画展「受け継がれるメッセージ－教皇フランシスコ来校1周年を記念して－」

について

	 （２）2020 年度（第 1 回）上智学院教皇フランシスコ来学記念表彰への申請について

	 （３）展示企画の募集結果について

	 （４）その他

◇第 9 回　2022 年 4 月 26 日開催

議題：（１）2022 年度の企画展について

	 （２）展示企画の募集について

	 （３）その他

報告：（１）ワーキンググループメンバーについて

	 （２）アメリカ・カナダ研究所企画展「千代田区の歴史発掘－占領下のアメリカ文化－」について

◇第 10 回　	2022 年 6 月 29 日開催

審議：（１）2022 年度の企画展について

報告：（１）展示企画の募集結果について

	 （２）その他

◇第 11 回　2023 年 5 月 2 日開催

審議：（１）2023 年度の企画展について

報告：（１）今後のワーキングの位置づけについて

	 （２）6 号館 1 階展示スペースの一部業務移管について

◇メール審議　2023 年 5 月 12 日～５月 17 日開催　　	

審議：（１）2023 年度の企画展について（追加）

4-1-2　メンバー一覧　（巻末資料 2）

4-2　 設置中高アーカイブズ・ワーキンググループ
4-2-1　活動

◇第 1 回　2022 年 9 月 22 日開催

報告：（１）設置中高アーカイブズ・ワーキンググループメンバー紹介

	 （２）中高各校のアーカイブズ状況の報告

	 （３）意見交換

◇ 2023 年度　研修動画公開・提供

4-2-2　メンバー一覧　（巻末資料 3）
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Ⅱ 活 動 編

■1　史資料の収集、整理および保存
1-1　史資料受領（収集）状況

2020 年 4 月 7 日～ 5 月 25 日まで COVID-19 の感染拡大による緊急事態宣言が発出され、4 月 7 日以

降教職員の勤務について原則として在宅勤務による事業継続が推奨された。そのため 2020 年度は史資料受

領件数が激減している。2021 年 11 月から学内全部署、学部・学科、研究科・専攻、研究機構宛に資料収集

用専用往復封筒を配布し、資料収集を開始した。そのため、2021 年 11 月から学内からの受領件数が増加し

ている。

小計
合計件数

学内計 学外計

2020年度 69 73 142

2021年度 948 199 1,147

2022年度 1,004 145 1,149

2023年度 836 102 938

2024年度 871 118 989

1-2　史資料整理状況
1-2-1　史資料整理（目録登録、デジタル化など）　

目録登録点数
（新規）

目録登録点数
（遡及）

※業務委託含む

映像・音声メタ
データ入力点数

（文字おこし含む）
ネガ・写真整理点数 デジタル化点数

2020年度 142 1,225 0 0 19

2021年度 1,147 3,150 56 3,008 542

2022年度 1,149 3,079 86 12,039 5,128

2023年度 938 8,631 108 21,512 101

2024年度 989 2,279 39 28,367 599
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1-2-2　史資料整理（各種新聞見出し目録登録）　※ 2021 年度から開始

『上智大学通信』 『上智新聞』  『上智大学新聞』 『上智短期大学
新聞』

”Sophia 
Gazette”

 『カトリック
新聞』

2020年度 - - - - - -

2021年度

301号～328号、
384号～392号、
401号～451号、
456号～458号

1号～320号 1号～171号 - 1号～196号 -

2022年度 329号～384号、
460号～465号 320号～575号 172号～249号

完了 - 150号～196号 -

2023年度 466号～475号 576号～599号 - 1号～99号 - 1号～521号

2024年度 476号～482号
完了 600号～604号 - 100号～101号 -

534号～636号、
1728号～
2230号

■2　調査・研究およびその成果の公開
2-1　「Sophia Chronicle since 1913」の開始

2022 年 12 月の公式大学ホームページのリニューアルに伴い、それまで掲載していた「Web で知る	

“Sophia”」をリライトして「Sophia Chronicle since 1913」に後継。

・2022 年 12 月 19 日掲載	「創立 110 年　初代学長ヘルマン・ホフマンの変わらぬ想い」

・2022 年 12 月 19 日掲載	「ザビエル・ウィークで建学の精神を想う」

・2022 年 12 月 19 日掲載	「上南戦は文武両道の歴史なのか？」

・2023 年 3 月 6 日掲載	 「55 年以上も前からキャンパス内にテレビスタジオが！？」

・2023 年 4 月 19 日掲載	 「上智大学のルーツ　～ザビエルの夢と志とともに～」

・2023 年 5 月 19 日掲載	 「想い出の新入生歓迎行事『オリエンテーション・キャンプ』

・2023 年 6 月 23 日掲載	 「卒業生大集合！オールソフィアンの集い」

・2023 年 7 月 28 日掲載	 「戦後の大学再建の鍵となったイエズス会の神父たち」

・2023 年 9 月 29 日掲載	 「インドシナ難民に愛の手を　－ For Others, With Others －」

・2024 年 3 月 14 日掲載	 「上智大学生が植えた土手の桜」

・2024 年 5 月 7 日掲載	 「Monumenta Nipponica を知っていますか？」

・2024 年 6 月 28 日掲載	 「上智 - Sapientia – ΣΟΦΙΑ - Sophia」

・2024 年 9 月 27 日掲載	 「日本文化を肌で体感－サマーセッション・プログラムｰ」

・2024 年 12 月 13 日掲載	「先人たちの努力を想う」

・2025 年 3 月 5 日掲載	 「上智のランチ事情」

2-2　設置校に関係する調査
2-2-1　栄光学園中学高等学校

訪問日：2022 年 9 月 20 日

訪問者：館長、事務長、事務職員 2 名（合計 4 名）

内容：史資料保存室見学、資料保存状態確認、校内見学、意見交換
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2-2-2　六甲学院中学校・高等学校
訪問日：2021 年 3 月 9 日

訪問者：館長、事務長、事務職員（合計 3 名）

内容：ソフィア・アーカイブズ規程の説明、史資料保存室見学、資料保存状態確認、意見交換

2-2-3　広島学院中学校・高等学校
訪問日：2021 年 3 月 5 日

訪問者：事務長、事務職員（合計 2 名）

内容：ソフィア・アーカイブズ規程の説明、史資料保存室見学、資料保存状態確認、意見交換

訪問日：2022 年 4 月 5 日

訪問者：李聖一（イエズス会中等教育担当理事）、事務長、事務職員（合計 3 名）

内容：�ソフィア・アーカイブズ規程の説明、運営委員会およびワーキンググループメンバー協力依頼、意見

交換

2-2-4　上智福岡中学高等学校
訪問日：2022 年 4 月 4 日

訪問者：李聖一（イエズス会中等教育担当理事）、事務長、事務職員（合計 3 名）

内容：�ソフィア・アーカイブズ規程の説明、運営委員会およびワーキンググループメンバー協力依　頼、意

見交換

■3　展示等の活動　
3-1　6号館1階企画展示実績（巻末資料4～6）　

6 号館 1 階展示物ワーキングを設置した 2018 年 2 月以降に 6 号館 1 階にて開催した企画展を対象とする。

3-1-1　2018 年度
3-1-1-1　「キリシタンの世紀」

主催：キリシタン文庫

場所：6 号館 1 階展示スペース 2

会期：2018 年 10 月 19 日～ 2019 年 3 月 8 日

3-1-1-2　「イコンに見る聖書の世界　－キリストの受難と復活－　鞠安日出子の祈り」
主催：カトリック・イエズス会センター

場所：6 号館 1 階展示スペース 2 および 2 号館 1 階カトリック・イエズス会センター入口横

会期：2019 年 3 月 12 日～ 6 月 20 日

3-1-2　2019 年度
3-1-2-1　「上南戦第 60 回記念大会　－スポーツを通じた交流の歴史－」

主催：上智大学、協力：南山学園南山アーカイブズ

場所：6 号館 1 階展示スペース 2

会期：2019 年 6 月 24 日～ 9 月 18 日
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3-1-2-2　「ロシアの風景」
主催 : 外国語学部ロシア語学科

場所：6 号館 1 階展示スペース 3

会期：2019 年 7 月 16 日～ 11 月 22 日

3-1-2-3　「国際部創設 70 周年」
共催：国際教養学部・上智大学史資料室

場所：6 号館 1 階展示スペース 2

会期：2019 年 9 月 20 日～ 2020 年３月 16 日

3-1-2-4　教皇フランシスコ来訪記念写真展「ローマ教皇と上智大学」
主催 : 上智大学

場所：2 号館 1 階エントランス

会期：2019 年 11 月 14 日～ 12 月 20 日

3-1-2-5　ローマ教皇来日記念写真展　ジョー・オダネル写真展「戦争がもたらすもの」
主催：�上智大学、NPO 法人アース・アイデンティティ・プロジェクツ、後援：TBS テレビ、協力：TBS スパー

クル／ Kimiko O’Donnell ／大原哲夫編集室／山崎真

場所：6 号館 1 階エントランス（麹町大通り側）

会期：2019 年 11 月 15 日～ 11 月 29 日

3-1-2-6　「ローマ教皇と上智大学」
主催：上智大学

場所：6 号館 1 階展示スペース 3

会期：2019 年 11 月 25 日～ 2021 年 8 月 8 日

3-1-2-7　「教皇フランシスコ　来校ありがとう」
主催：上智大学

場所：6 号館 1 階展示スペース 2	

会期：2020 年 3 月 17 日～ 2021 年 10 月 6 日

3-1-3　2020 年度
COVID-19 の感染拡大につき、企画展示入れ替えを一時中断。代わりにオンライン企画展を開始。

（3-3　オンライン企画展実績参照）

3-1-4　2021 年度
3-1-4-1　「聖イグナチオ年」※同じ内容のパネルを中高 4 校巡回展示用にも制作

主催：カトリック・イエズス会センター

場所：2 号館 1 階カトリック・イエズス会センター壁面

会期：2021 年 6 月 18 日～（常設）

3-1-4-2　「新カトリック大事『展』」
主催：新カトリック大事典編纂室

場所：6 号館 1 階展示スペース 3 および図書館 1 階

会期：�（6 号館 1 階）2021 年 8 月 9 日～ 2022 年 3 月 21 日、( 図書館 )2021 年 8 月 9 日～ 10 月

22 日
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3-1-4-3　「聖イグナチオの霊的な遺産」
主催：カトリック・イエズス会センター

場所：6 号館 1 階展示スペース 2

会期：2021 年 10 月 7 日～ 2022 年 12 月 12 日

3-1-4-4　「千代田区の歴史発掘　－占領下のアメリカ文化－」
　主催：アメリカ・カナダ研究所

　場所：6 号館 1 階展示スペース 3

　会期：2022 年 3 月 23 日～ 12 月 11 日

	

3-1-5　2022 年度
3-1-5-1　「上智大学新聞学科と日本の新聞学」

主催：文学部新聞学科

場所：6 号館 1 階展示スペース 2

会期：2022 年 12 月 14 日～ 2023 年 5 月 30 日

3-1-5-2　「フランスにおける『服』と『政治』」
主催：外国語学部フランス語学科（サルブラン先生のゼミ）

場所：6 号館 1 階展示スペース 3

会期：2022 年 12 月 14 日～ 2023 年 10 月 11 日

3-1-6　2023 年度
3-1-6-1　「NAGASAKI から世界へ『平和を』　被爆医師　永井隆と妻緑からのメッセージ」

※長崎市永井隆記念館から展示パネル借用

主催：カトリック・イエズス会センター

場所：6 号館 1 階展示スペース 2

会期：第 1 期　2023 年 6 月 1 日～ 7 月 27 日、第 2 期　2023 年 8 月 1 日～ 10 月 12 日

3-1-6-2　「上智の『鷲』とともに　－大学の理想と『校章』－」
主催：ソフィア・アーカイブズ

場所：6 号館 1 階展示スペース 2 および図書館 1 階

会期：�（6 号館 1 階）2023 年 10 月 13 日～ 2024 年 9 月 17 日、( 図書館 )2024 年 3 月 25 日～ 5

月 30 日

3-1-6-3　「他者のために、他者とともに　上智大学短期大学部サービスラーニングの挑戦」
主催：上智大学短期大学部

場所：6 号館 1 階展示スペース 3

会期：2023 年 10 月 13 日～ 2024 年 1 月 19 日

3-1-6-4　「人間　アルペ神父に問う　Men for Others 展」
主催：カトリック・イエズス会センター

場所：6 号館 1 階展示スペース 3

会期：2024 年 1 月 22 日～ 10 月 8 日
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3-1-7　2024 年度
3-1-7-1　「鞠安日出子イコン・日本画展－生きる力－」

主催：カトリック・イエズス会センター

場所：6 号館 1 階展示スペース 2

会期：2024 年 9 月 25 日～ 10 月 18 日

3-1-7-2　�「カンボジアでのソフィア・ミッション（1979 年～ 2023 年）難民救済活動からアンコール・ワッ
ト西参道完成まで」

主催：アジア人材養成研究センター

場所：6 号館 1 階展示スペース 2、3

会期：2024 年 10 月 22 日～ 2025 年 4 月 30 日

3-2　グローバルインターフェース、マルチマップテーブル
2017 年 6 号館竣工の際に、上智学院・上智大学に関連するコンテンツを発信するために新たに設置され

たもの。

3-2-1　グローバルインターフェース（地球儀型ディスプレイ）
交換留学協定校、学術交流協定校、留学体験談情報を発信。協定校数などを年に一度更新。

※ 2023 年 4 月から総務局広報グループへ業務移管

3-2-1-1　2020 年度	
2021 年 1 月コンテンツ更新

3-2-1-2　2021 年度	
2022 年 3 月コンテンツ更新

3-2-1-3　2022 年度	
2022 年 7 月コンテンツ更新

3-2-2　マルチマップテーブル（大型モニター）
歴代理事長・学長、キャンパスの変遷、建物の変遷を発信している。理事長や学長交代の際に内容を更新。

その他新規コンテンツの追加はなし。モニターの故障により 2022 年にモニターを交換。その後 2024 年度

末に、パソコン故障のため、入れ替えを行った。

3-2-2-1　2020 年度
更新なし

3-2-2-2　2021 年度
更新なし

3-2-2-3　2022 年度
更新なし、モニター交換（保証期間内による無償交換）

3-2-2-4　2023 年度
6 月更新（理事長交代による歴代理事長内容更新）

3-2-2-5　2024 年度
2 月 PC 入れ替えと同時に、更新（学長交代による学長内容更新）
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3-3　オンライン企画展　　
COVID-19の感染拡大により、6号館1階での企画展示を一時中断せざるを得ない情況となり、代わりにホー

ムページ上でオンライン企画展をスタートさせた。終期を設けず公開中である。

3-3-1　第 1 回「受け継がれるメッセージ－緒方貞子先生から将来を担う若者へ－」
1990 年に国連難民高等弁務官に就任されるまでの本学での 10 年間と、その後複数回、本学にて講演され

た記録（史資料や音声）など通じて緒方先生の揺るぎない信念とメッセージを公開。

公開日：2020 年 10 月 22 日（～公開中）
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3-3-2　第 2 回「受け継がれるメッセージ－教皇フランシスコ来校 1 周年を記念して－」
教皇フランシスコが来日に合わせて 2019 年 11 月 26 日に本学に来校。日本で最初のカトリック大学で

ある本学と歴代教皇との関係を紐解きながら、教皇フランシスコ来校時の様子やメッセージを公開。

公開日：2021 年 1 月 26 日（～公開中）
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3-3-3　第 3 回「学生寮 100 年」
1913 年に本学創立した当初から赤星鉄馬（実業家）の旧邸を学生寮として使用。その学生寮に「聖アロ

イジオ塾」という名称を付けて 100 年が経ったのを機に企画。本学の学生寮の 100 年の歴史を紐解いてい

る。	

公開日：2021 年 9 月 3 日（～公開中）
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3-3-4　第 4 回「上智のイエズス会員と社会福祉専門学校のあゆみ」
2022 年 3 月に上智社会福祉専門学校が幕を下ろしたのを記念して企画。「貧困」「難民」「教育」などの社

会課題の解決に取り組む神父たちの挑戦と活動を紹介し、それを基盤とした社専の創設期の歩みを振り帰ると

ともに存在していた意義を考える。	

公開日：2022 年 8 月 30 日（～公開中）
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3-3-5　第 5 回「For Ohers, with Others －そのルーツと実践－」
本学の教育精神「他者のために、他者とともに」（For Others, with Others）のルーツを紐解き、本学お

よび設置校（短期大学部、中高 4 校）に引き継がれているこの精神の具体的な活動を公開。

公開日：2024 年 9 月 17 日（～公開中）
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3-4　常設展示（図書館9階ソフィア・アーカイブズ室内）
図書館ソフィア・アーカイブズ室内の常設展示は史資料室時代から展示替えを行っておらず、30 年あまり

大幅な内容更新が行われてこなかった。そこで、改組に伴い、展示方法も含めて内容の見直しを行った。　

3-4-1　2023 年度
特別予算を申請し、アーカイブズ室内の常設展示・特別展示の改修を計画、実施した。廊下壁面を展示スペー

スの一部とし年表を展示。展示方法も、磁石を活用しパネルの着脱を容易にした。展示の各エリアは以下の通り。

常設展示：

・年表：廊下には学校法人上智学院と社会福祉専門学校の年表を写真と共に展示。

・ローマ教皇と上智大学：ローマ教皇と本学の深いかかわりと来校した際のメッセージを中心に展示。

・イエズス会と教育事業：上智学院が設置する中学・高等学校および短期大学について紹介。

・�キャンパスとその周辺の建物変遷：上智大学が地域の中で土地を取得し、建物を建築し、地域と共に成長

してきた様子を航空写真と共に紹介。

・�キャンパスライフの今昔：上智大学のキャンパスライフを学び、学生生活、イベントそして思わぬ出来事

という側面から懐かしい写真と共に展示。

・歴代の理事長と学長：歴代の理事長と学長を紹介。

特別展示：

・国内外からの来訪者：大学創設後の歴史の中で世界各国から訪問いただいた賓客の方々を紹介。

・大学紛争：学生たちが大学内の自治を求め、活動していた時代を写真で紹介。

3-4-2　2024 年度
前年度に継続し、最初の校舎として使われていた大島館の模型、扉、手すりを展示。加えて、大学等で使用

されていた備品（手動式計算機、顕微鏡、電話機など）の展示エリアを改修した。

また、事務スペースと展示スペースを分けるためにパーテションを活用した。

3-5 学内のその他の場所での展示および他機関主催企画展への資料提供（2018年以降）
・�「上智大学の国際交流　- 自動車部とジョージタウン大学」（会期：2019 年 7 月 25 日～ 9 月 2 日、

Sophia History Club（上智大学文学部史学科公認団体）、上智大学史資料室（当時）共催）

・�ハリス理化学館同志社ギャラリー第 30 回企画展（同志社大学）「女子学生の現在地　－同志社大学のダイ

バーシティ　前史」への資料提供協力（会期：2023 年 10 月 3 日～ 11 月 28 日）

■4　史資料の公開およびレファレンスサービス
4-1	  ホームページの開設

2022 年 12 月に上智大学公式ホームページ（Web ピロティ）内にソフィア・アーカイブズのページを

開設した。2023 年 4 月から 2024 年 3 月のアクセス数は 785PV（ベージビュー）であった（Google 

analytics ソフトによる解析、クッキー設定をした場合のみカウント）。ホームページの目的はアーカイブズ

の存在を広く知ってもらうこと、史資料を公開することで利活用へと繋がり、社会還元をすることである。ホー

ムページでは、企画展示の案内、ソフィア・アーカイブズブックレットおよび『上智大学史資料集』全 5 集お

よび補遺の電子版の公開などを行っている。コンテンツ内容は次の通り。

・ソフィア・アーカイブズについて（館長あいさつ、構成員、活動内容、収蔵史資料、規程、史資資料公開）

・ソフィア・アーカイブズデータベースについて
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・利用案内

・展示案内

・アーカイブズ SNS について（X（旧 Twitter）、ブログ）

・刊行物（ソフィア・アーカイブズブックレット）

・Web で知る SOPHIA

・問い合わせ・アクセス

4-2	  ソフィア・アーカイブズデータベースの開設
ソフィア・アーカイブズにて収集・保管している貴重な本学院の歴史資料や学術資料のうちデジタル化が済

み、公開可能なもの（文書／画像／映像／音声など）について、詳細な目録情報（メタデータ）含め学内外へ

広く公開し、利活用を促進することを目的に、2022年3月に開設した。閲覧数とダウンロード数は以下の通り。

閲覧数・ダウンロード数
閲覧数 ダウンロード数

2021年度 875 0 

2022年度　 7,086 0 

2023年度　 9,092 0 

2024年度 11,312 0

※閲覧数はビューアー画面で閲覧したアイテム数（のべ件数）

4-3　レファレンスサービス
法人事務文書・特定歴史文書について、利用請求があった際に、利用者の目的に応じたサービス（閲覧・調査）

を提供している。月別史資料閲覧・調査・史資料出納件数は以下の通り。　

史資料閲覧・調査申請者数（複写対応含む）・史資料出納点数
閲覧・調査　申請者数 史資料　出納点数

2020年度 55 200

2021年度 68 983

2022年度 75 911

2023年度 92 1,999

2024年度 107 1,284

※出納点数はファイル一式などの提供はカウントから除く

4-4　見学
アーカイブズ内展示スペース（自由見学）の見学者数は以下の通り。2020 ～ 2021 年度は COVID-19

の感染拡大の影響で閉室期間があったため見学者数は少ない。
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見学者数		

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間
合計

2020年度 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

2021年度 0 1 3 9 7 9 9 9 11 13 4 6 81

2022年度 28 19 25 13 23 4 5 12 14 33 6 15 197

2023年度 8 20 18 3 2 8 7 14 6 26 2 2 116

2024年度 78 91 26 7 1 10 54 113 21 19 3 6 429

※見学者数にはイベント開催時は含まない

■5　年史等の編纂その他出版に関する事項
5-1　ソフィア・アーカイブズブックレット　

2020 年 4 月に創刊した叢書 ( 非売品 )。(1) 上智学院および設置校の歴史、(2) イエズス会員を含む関係

者の事績に関わること、(3) ソフィア・アーカイブズズの活動内に関する事等を日英併記で明らかにすること

によって、教育・研究に寄与し、社会の未来に貢献することを目的としている。刊行後はリポジトリにて電子

版を公開している。

5-1-1　ブックレット No.1 　
『ジェームズ・ロックリフ その軌跡を辿って／ James Rockliff, S.J. Along the Journey』（デヴィッド・

ウェッセルズ SJ 著　峯健一訳　2020 年 5 月 24 日刊　150 部）

5-1-2　ブックレット No.2　
『イエズス会の日本での布教活動と 1929 年のアウグスティノ・ベア師による巡察／ The Jesuit　Japan 

Mission and the 1929 Visitation by Augustin Bea SJ』（フランツ・ヨゼフ・モール SJ 著　ミヒャエル・

ブルチャー訳（英語訳）、田中アユ子訳（日本語／英語からの重訳、　2022 年 2 月 15 日刊　150 部）

5-1-3　ブックレット No.3　
『上智大学の設立／ The Founding of Sophia University』（クラウス・シャッツ SJ 著　田中アユ子訳　

ケイト・ワイルドマン・ナカイ監修、2022 年 10 月 25 日刊、150 部）

5-1-4　ブックレット No.4　
『イエズス会士たちの東京での日々 :1911 － 1917 ～フリッツ・ヒリヒ師のアルバムから～／ Tokyo 

Life, 1911 – 1917 Pages from the Albums of Fritz Hillig SJ』（ケイト・ワイルドマン・ナカイ著　田

中アユ子訳　2024 年 3 月 1 日刊、150 部）

■6　本学院および設置校の自校史教育に関する事項
6-1　学芸員課程との連携

COVID-19 の感染拡大により、2021 年度は博物館相当施設にて博物館実習生の受け入れが困難な情況と

なったことから、救済措置としてソフィア・アーカイブズでの博物館実習生受け入れ協力要請が学芸員課程の

西岡芳文教授からあり、2021 年度から博物館実習生の受け入れ協力を実施している。また学芸員課程の授業

の一環として、同年度から学芸員課程履修生によるソフィア・アーカイブズ見学へも協力している。
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6-1-1　博物館実習受け入れ
6-1-1-1  2021 年度

期間：10 月 21 日～ 12 月 23 日（1 人約 40 時間）

学芸員課程担当教員：西岡芳文

受入人数：4 人

作業内容：�未整理資料群のうち「絵葉書」の整理（仮番号付番、撮影、採寸、詳細目録入力）および展示企

画立案

企画展開催 :「絵葉書で巡る上智大学の変遷　～上智大学博物館実習生による企画展～」

会期：2022 年 1 月 20 日～ 2023 年 1 月 20 日

6-1-1-2　2022 年度
期間：9 月 29 日～ 2023 年 1 月 25 日（1 人約 40 時間）

学芸員課程担当教員：西岡芳文

受入人数：5 人

作業内容：�広報課移管写真整理（付番、FC 写真用台紙への添付、関連事項記入・入力）、大学紛争写真整理・

照合、企画展示立案

企画展開催：「キャンパス来学要人から知る上智大学～上智大学博物館課程実習生による企画展～」

会期：2023 年 1 月 31 日～ 2023 年 9 月 10 日

6-1-1-3  2023 年度
期間：9 月 11 日～ 9 月 15 日（1 人約 35 時間）

学芸員課程担当教員：西岡芳文

受入人数：4 人

作業内容：�未整理資料群のうち主に大学が記念品として制作したモノ資料整理（仮番号付番、撮影、採寸、

詳細目録入力）および展示企画立案

企画展開催：「特別な校章たち」

会期：（ソフィア・アーカイブズ内）2023 年 9 月 15 日～ 2025 年 3 月 17 日　　

※上記会期中、2024 年 3 月 25 日から 2024 年 5 月 30 日までは図書館 1 階にて展示

6-1-1-4  2024 年度
期間：9 月 17 日～ 9 月 20 日および 9 月 26 日（1 人約 32 時間）

学芸員課程担当教員：西岡芳文

受入人数：6 人

作業内容：�企画展示撤収作業、寄贈資料のネガの整理（画像スキャン、詳細目録作成）およびソフィア・アー

カイブズ展示エリア紹介リーフレット作成

作成リーフレット：�「上智を再発見するならソフィア・アーカイブズから」「Hermann Hoffmann 初代学長

ホフマン先生を”智“る上智」

※リーフレットは印刷物を作成して展示エリアなどで配布



33

6-1-2　学芸員課程授業
6-1-2-1　2021 年度

実施日：11 月 18 日　4 限目

人数：37 人（引率者 1 人）

内容：館長、副館長講話、アーカイブズ内見学

	

6-1-2-2　2022 年度
実施日：11 月 17 日　4 限目

人数：40 人 ( 引率者 2 人 )

内容：�館長、副館長講話、資料クリーニングおよび各種資料見学、博物館実習生による説明、アーカイブズ

内見学

6-1-2-3　2023 年度
実施日：11 月 16 日　4 限目

人数：45 人（引率者 4 人）

内容：�館長、副館長講話、資料クリーニングおよび各種資料見学、博物館実習生による説明、アーカイブズ

内見学

6-1-2-4　2024 年度
実施日：11 月 14 日　4 限目

人数：43 人（引率者 4 人）

内容：�館長、副館長講話、資料クリーニングおよび各種資料見学、博物館実習生による説明、アーカイブズ

内見学

■7　その他の活動
7-1　各種研修

・学生局職員向け研修（2022 年度）

・新入職員研修（2022 ～ 2024 年度）

・学生記者クラブ向け研修（2023 年度、2024 年度）

7-2　授業への協力
・文学研究科史学専攻近世特研 (2021 ～ 2024 年度 )

・文学部初年次研修会（2021 年度、2022 年度）

・文学部新聞学科デジタルアーカイブ論（2022 年度）

・外国語学部英語学科（石井ゼミ）（2022 ～ 2024 年度）

・外国語学部英語学科（Introduction to Digital Archives）（2024 年度）

・基盤教育科目（思考と表現）（2024 年度）
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7-3　学外教育機関への協力
・東京都立小石川中等教育学校職場体験（2022 年度～ 2024 年度）

・桜美林学園史編さん室（2022 年度）

・青山学院大学授業の一環（2023 年度）

・学習院アーカイブズ（2023 年度）

7- ４　その他　（巻末資料7）
・�創立記念プログラムへの参加（2022 年 11 月 1 日「『過去』と『未来』をつなぐ　- アーキビストを体

験しよう」

・�創立記念プログラムへの協力（2023 年 11 月 1 日「上智大学創立 110 周年　大学創立と戦前期の歴史

を振り返る」

・�クリスマスコンサート ( 学生有志主催、展示物（ベーゼンドルファー社のピアノ）の活用と公開、2023

年 12 月 24 日 )

・�オールソフィアンズディ（ASF）への参加（学内ツアーの見学先として開放）（2024 年 5 月 26 日　約

60 人来室）

・�オープンキャンパスへの参加（2024 年 8 月 2 日、3 日「上智を知るならここからスタート」と題して

2 日間開放、述べ約 1000 人来室）

■8　構成員
8-1　2020年度

館長　北條勝貴（文学部史学科教授）

副館長　木村増夫（上智学院理事長補佐）

事務長　大日方聖信（総務局広報グループ長兼務）

チームリーダー (2020 年 7 月～ )　大塚幸江

臨時職員：1 人（一般）

8-2　2021年度
館長　北條勝貴（文学部史学科教授）

副館長　木村増夫（上智学院理事長補佐）

事務長　大日方聖信（総務局広報グループ長兼務）※～ 2021 年 6 月 30 日

事務長　飯塚由美子（総務局広報グループ長兼務）※ 2021 年 7 月 1 日～

チームリーダー　大塚幸江

小出幹彦　※ 2021 年 7 月 1 日～

臨時職員：11 人　※短期含む（一般 4 人、本学大学院生 3 人、本学学部生 2 人、他大学部生 2 人）

8-3　2022年度
館長　北條勝貴（文学部史学科教授）

副館長　木村増夫（上智学院理事長補佐）

事務長　飯塚由美子（総務局広報グループ長兼務）※～ 2022 年 7 月 1 日
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事務長（図書館主幹兼務）　後藤暁子（学芸員および司書有資格者）※ 2022 年 7 月 1 日～

チームリーダー　大塚幸江

小出幹彦（～ 2023 年 3 月）

臨時職員：8 人　※短期含む（一般 4 人、本学大学院生 2 人、他大学部生 2 人）

8-4　2023年度	
館長　北條勝貴（文学部史学科教授）

副館長　木村増夫（上智学院理事）

事務長（図書館主幹兼務）　後藤暁子（学芸員および司書有資格者）

チームリーダー　大塚幸江

臨時職員：7 人　※短期含む（一般 2 人、本学大学院生 4 人、他大学部生 1 人）

個人業務委託契約：1 人

	

8-5　2024年度	
館長　北條勝貴（文学部史学科教授）

副館長　木村増夫（上智学院理事）

事務長　後藤暁子（学芸員および司書有資格者）

チームリーダー　大塚幸江（准認証アーキビスト／準デジタルアーキビスト有資格者）

嘱託職員　崎山みき（2024 年 10 月 1 日採用、学芸員有資格者）

臨時職員：5 人　※短期含む（一般 1 人、本学大学院生 3 人、他大学部生 1 人）

個人業務委託契約：1 人

■9　今後の課題
① 機構の拡充：人員の増設とくに認証アーキビストの配置

2024 年度現在、アーカイブズには館長・副館長・事務長のほか、2 名の職員が在籍しているが、アーカイ

ブズの実質的活動は事務長以下の職員 3 名（嘱託職員 1 名含む）、数名のアルバイト、および外部アーキビス

トへの業務委託によって担われている。現状では通常の活動にも限界があるほか、とくに専任のアーキビスト

が存在しないことは、当アーカイブズが実質的に「研究機関」ではないことを意味しており、ソフィア・アー

カイブズ規程に定義されている活動のうち「調査」「研究」に、支障が生じていることはいうまでもない。今後、

可能であれば認証アーキビストの所属を得て、名実ともにアーカイブズとしての体裁を整え、規程どおりのポ

テンシャルを発揮しうるようにしてゆきたい。

② 施設の拡充：所蔵スペースの確保、展示室の拡大

旧史資料室からアーカイブズへ拡充されたことで、当アーカイブズの活動のうち最も拡大したのが、a）史

資料の収集・移管・保管と、b）各種展示の開催である。

前者については、そのまま保管資料の充実を意味するが、現在本学院の文書等管理規程も検証中であり、閉

校した社会福祉専門学校、学生募集を停止した短期大学部の史資料など、今後量的に増加の一途を辿ることは

間違いない。しかし、保管スペースは中央図書館 9 階の旧史資料室内に限られており、もはや「余白」も少な

い。早急に新たな保管スペースを準備、設置する必要がある。

後者については、現在当アーカイブズは 6 号館 1 階の展示スペースを統括、必要に応じて 2 号館 1 階およ
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び中央図書館 1 階の展示スペースの事務局を務めているが、これらの利用は学院全体の企画のために割かれて

おり、当アーカイブズが自由に使用できるのは、やはり旧史資料室内の一隅しかない。2023 年度には、同所

における常設展示のリニューアルが実現したが、外部からの訪問者を迎える際やオープン・キャンパス等の大

学行事、新入生や新任教職員の研修において、同所が学院の表玄関のように機能することが多くなっている。

学院・大学・各設置校の歴史を、より広く学内・一般へアピールするためにも、常設に加え相当規模の展示スペー

スの拡充が望まれる。

③ 規程の整備：個人情報の保護／公開に関する規程等

当アーカイブズに関する諸規程のうち、ソフィア・アーカイブズ規程、同所蔵文書利用等規程については

先に詳しく解説したが、当アーカイブズの活動が拡大してゆくにともない、さらに多くの規程が必要になって

きている。現在策定中の規程は、デジタルアーカイブの公開によって生じた資料に付属する著作権等の権利処

理、個人情報の公開の是否を判断するためのガイドラインである。現状では、デジタルアーカイブ学会「肖像

権ガイドライン」をローカライズして援用しているが、資料の扱いに熟達していない職員でも利用可能なフロー

チャートを整える必要がある。また、かかる規程を作成・公開している大学アーカイブズは少ないため、広く

一般に公開すれば、業界の発展にも資することができるはずである。さらに、所蔵文書利用等規程に関係する、

資料原本の貸し出し・利用に関する細則（もしくは内規）についても、早急に策定を進めたい。

④ 活動の拡大・充実：設置校のアーカイブ、地域や他大学との協働

上智大学以外の設置校のアーカイブ作業は、当アーカイブズの最大の課題といってもよい。現在、各設置校

を直接訪ね、それぞれのアーカイブズの情況を把握することに努めているが、今後はその調査・整理・保管・

公開の作業、それらの基盤となる規程策定を支援してゆく必要があろう。しかし現状では、設置校が最も希望

しているであろう資金や人員の提供は困難であるため、例えば長期休暇を利用して学生を派遣し、学芸員課程

の授業の一環として整理や目録作成を行う（交通費・宿泊費については本学が援助する）、といった仕組みを

整えなければなるまい。例えば、最も作業の進んでいる 1 校をモデル・ケースとしてスケジュールを組み、少

なくとも目録作成、当アーカイブズによるその把握までを、順次実施してゆくような試みが求められよう。す

でに閉校した社会福祉専門学校、学生募集を停止した短期大学部、そして看護学部として合併する前の聖母大

学、それらの関連資料の収集・移管・整理も、併せて進めてゆかなければならない。

また、千代田区・新宿区・港区といった隣接地域との協働も欠かせない。これらの地域については、個人の

邸宅や企業その他に、未だ内容を知られていない本学関係資料が潜在している可能性もあり、逆に本学に地域

の歴史記録が所蔵されている場合もある。地域の教育委員会、博物館や文書館等とも協働しつつ、資料の調査・

共有・研究を実施してゆく必要がある。都市の再開発や過疎化によって、とくに行政区画の境界地域の文化財

は喪失の危機に瀕しており、管轄の明らかではない史資料のケアにこそ大学が真価を発揮できる余地がある。

また、文化財保護法の修正により、地域には文化財の保全のみならず活用が求められているが、多様な学生を

抱える大学はそのような実践の場として最適であり、地域の歴史・文化を再発見し活性化してゆく役割も果た

せるだろう。当アーカイブズが、かかる地域貢献の要となることは、本学院自体の発展にも直結しよう。

さらに、上に掲げた課題のほとんどは、他の大学アーカイブズ・博物館等も同様に正対していると考えられ、

そしてまた同様に、資金や人員の不足によって充分な解決の道を見出せていない。しかし、近隣の大学アーカ

イブズ・博物館等が何らかの形で提携し、協働してゆければ、上記①〜④の幾つかには打開の可能性も見出せ

るはずである。
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■資料1　ソフィア・アーカイブズ運営委員会委員　＊運営委員会設置は2020年 9月1日
2020 年度

役割 氏名 所属 備考

委員長 北條　勝貴 文学部史学科教授、
ソフィア・アーカイブズ（館長）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第1号

副委員長 木村　増夫 理事長補佐、
ソフィア・アーカイブズ（副館長）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第2号

委員 李　聖一 イエズス会中等教育担当理事、
カトリック・イエズス会センター長

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第4号

委員 西岡　芳文 文学部特任教授
（課程センター・学芸員課程）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 矢島　基美 法学部法律学科教授 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 飯島　真理子 外国語学部英語学科准教授 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 グラムリッヒ-
岡　ベティーナ 国際教養学部国際教養学科教授 ソフィア・アーカイブズ規程

第9条1項第5号

委員 ウェッセルズ　
デヴィッド 上智大学名誉教授 ソフィア・アーカイブズ規程

第9条1項第5号

委員 杉山　美紀 総務局総務グループ（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 大日方　聖信 ソフィア・アーカイブズ（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第3号

事務局 大塚　幸江 ソフィア・アーカイブズ

2021 年度
役割 氏名 所属 備考

委員長 北條　勝貴 文学部史学科教授、
ソフィア・アーカイブズ（館長）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第1号

副委員長 木村　増夫 理事長補佐、
ソフィア・アーカイブズ（副館長）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第2号

委員 李　聖一 イエズス会中等教育担当理事、
カトリック・イエズス会センター長

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第4号

委員 西岡　芳文 文学部特任教授
（課程センター・学芸員課程）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 矢島　基美 法学部法律学科教授 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 飯島　真理子 外国語学部英語学科教授　 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 グラムリッヒ-
岡　ベティーナ 国際教養学部国際教養学科教授 ソフィア・アーカイブズ規程

第9条1項第5号

委員 ウェッセルズ　
デヴィッド 上智大学名誉教授 ソフィア・アーカイブズ規程

第9条1項第5号

委員 杉山　美紀 総務局総務グループ（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 大日方　聖信 ソフィア・アーカイブズ（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第3号 任期は2021年6月30日まで

委員 飯塚　由美子 ソフィア・アーカイブズ（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第3号

任期は2021年7月1日～
2022年3月31日

事務局 小出　幹彦 ソフィア・アーカイブズ 事務局は2021年7月1日～
2022年3月31日

事務局 大塚　幸江 ソフィア・アーカイブズ
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2022 年度
役割 氏名 所属 備考

委員長 北條　勝貴 文学部史学科教授、
ソフィア・アーカイブズ（館長）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第1号

副委員長 木村　増夫 理事長補佐、
ソフィア・アーカイブズ（副館長）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第2号

委員 李　聖一 イエズス会中等教育担当理事、
カトリック・イエズス会センター長

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第4号

委員 西岡　芳文 文学部特任教授
（課程センター・学芸員課程）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 矢島　基美 法学部法律学科教授 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 飯島　真里子 外国語学部英語学科教授　 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 グラムリッヒ-
岡　ベティーナ 国際教養学部国際教養学科教授 ソフィア・アーカイブズ規程

第9条1項第5号

委員 ウェッセルズ　
デヴィッド 上智大学名誉教授 ソフィア・アーカイブズ規程

第9条1項第5号

委員 柴野　京子 文学部新聞学科教授 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 杉山　美紀 総務局総務グループ（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 飯塚　由美子 総務局広報グループ（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

2022年6月30日までソフィア・
アーカイブズ規程第9条1項第3号
による委員、2022年7月1日から
ソフィア・アーカイブズ規程第9条
1項第5号による委員

委員 土持　和久 中等教育事務室（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 長屋　忠 栄光学園中学高等学校(事務統括） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

任期は2022年7月1日～
2023年3月31日

委員 柴田　紘孝 六甲学院中学校・高等学校 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

任期は2022年7月1日～
2023年3月31日

委員 三谷　淳 広島学院中学校・高等学校 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

任期は2022年7月1日～
2023年3月31日

委員 林　慶太 上智福岡中学高等学校 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

任期は2022年7月1日～
2023年3月31日

委員 鈴木　雅人 上智大学短期大学部（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

委員 後藤　暁子 ソフィア・アーカイブズ（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第3号

事務局 小出　幹彦 ソフィア・アーカイブズ 事務局は2022年4月1日～
2023年3月14日

事務局 大塚　幸江 ソフィア・アーカイブズ
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2023 年度
役割 氏名 所属 備考

委員長 北條　勝貴 文学部史学科教授、
ソフィア・アーカイブズ（館長）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第1号

副委員長 木村　増夫 理事、
ソフィア・アーカイブズ（副館長）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第2号

委員 李　聖一 イエズス会中等教育担当理事、
カトリック・イエズス会センター長

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第4号

委員 西岡　芳文 文学部特任教授
（課程センター・学芸員課程）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 矢島　基美 法学部法律学科教授、人事担当理事 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 飯島　真里子 外国語学部英語学教授　 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 グラムリッヒ-
岡　ベティーナ 国際教養学部国際教養学科教授 ソフィア・アーカイブズ規程

第9条1項第5号

委員 ウェッセルズ　
デヴィッド 上智大学名誉教授 ソフィア・アーカイブズ規程

第9条1項第5号

委員 柴野　京子 文学部新聞学科教授 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 杉山　美紀 総務局総務グループ（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 飯塚　由美子 総務局広報グループ（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 土持　和久 中等教育事務室（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 山田　宏幸 栄光学園中学高等学校(事務統括） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

委員 置村　公男 六甲学院中学校・高等学校 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

委員 三谷　淳 広島学院中学校・高等学校 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

委員 林　慶太 上智福岡中学高等学校 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

委員 鈴木　雅人 上智大学短期大学部（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

委員 後藤　暁子 ソフィア・アーカイブズ（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第3号

事務局 大塚　幸江 ソフィア・アーカイブズ
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2024 年度
役割 氏名 所属 備考

委員長 北條　勝貴 文学部史学科教授、
ソフィア・アーカイブズ（館長）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第1号

副委員長 木村　増夫 理事、
ソフィア・アーカイブズ（副館長）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第2号

委員 李　聖一 イエズス会中等教育担当理事、
カトリック・イエズス会センター長

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第4号

委員 西岡　芳文 文学部特任教授
（課程センター・学芸員課程）

ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 矢島　基美 人事担当理事 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 飯島　真里子 外国語学部英語学教授　 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 グラムリッヒ-
岡　ベティーナ 国際教養学部国際教養学科教授 ソフィア・アーカイブズ規程

第9条1項第5号

委員 ウェッセルズ　
デヴィッド 上智大学名誉教授 ソフィア・アーカイブズ規程

第9条1項第5号

委員 柴野　京子 文学部新聞学科教授 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 角田　佑一 神学部神学科准教授 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号 2024年9月1日より委員委嘱

委員 杉山　美紀 総務局総務グループ（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 飯塚　由美子 総務局広報グループ（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 土持　和久 中等教育事務室（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第5号

委員 山田　宏幸 栄光学園中学高等学校(事務統括） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

委員 置村　公男 六甲学院中学校・高等学校 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

委員 三谷　淳 広島学院中学校・高等学校 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

委員 林　慶太 上智福岡中学高等学校 ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

委員 鈴木　雅人 上智大学短期大学部（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第6号

委員 後藤　暁子 ソフィア・アーカイブズ（事務長） ソフィア・アーカイブズ規程
第9条1項第3号

事務局 大塚　幸江 ソフィア・アーカイブズ
事務局 﨑山　みき ソフィア・アーカイブズ 2024年10月1日より着任
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■資料2　6号館1階展示物ワーキンググループメンバー一覧
◇ 2018 年度（2018 年 11 月現在）

氏名 所属等 備考
アガスティン　サリ 総務担当理事
北條　勝貴 文学部史学科准教授
永井　敦子 文学部フランス文学科教授 新任
西岡　芳文 文学部特任教授（課程センター・学芸員課程） 新任
矢島　基美 法学部法律学科教授
ウェッセルズ　デヴィッド 上智大学名誉教授 サバティカル
大日方　聖信 総務局広報グループ長
正山　耕介 財務局管財グループチームリーダー
大塚　幸江 総務局広報グループ（上智大学史資料室担当） 事務局
渡邉　由美子 総務局広報グループ 事務局　新任

◇ 2019 年度（2019 年 7 月現在）
氏名 所属等 備考

アガスティン　サリ 総務担当理事
北條　勝貴 文学部史学科教授
永井　敦子 文学部フランス文学科教授
西岡　芳文 文学部特任教授（課程センター・学芸員課程）
矢島　基美 法学部法律学科教授 2019年度サバティカル
ウェッセルズ　デヴィッド 上智大学名誉教授
大日方　聖信 総務局広報グループ長
兼田　言子 学生局学生センター 新任
大塚　幸江 総務局広報グループ（上智大学史資料室担当） 事務局
渡邉　由美子 総務局広報グループ 事務局

◇ 2020 年度（2020 年 10 月現在）
氏名 所属等 備考

アガスティン　サリ 総務担当理事
北條　勝貴 文学部史学科教授 2020年4月ソフィア・アーカイブズ館長就任
永井　敦子 文学部フランス文学科教授
西岡　芳文 文学部特任教授（課程センター・学芸員課程）
矢島　基美 法学部法律学科教授
飯島　真里子 外国語学部英語学科准教授 新任
ウェッセルズ　デヴィッド 上智大学名誉教授
大日方　聖信 総務局広報グループ長兼ソフィア・アーカイブズ事務長 2020年7月から兼務
兼田　言子 学生局学生センター
大塚　幸江 ソフィア・アーカイブズ 事務局
渡邉　由美子 総務局広報グループ 事務局
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◇ 2021 年度（2021 年 4 月現在）
氏名 所属等 備考

アガスティン　サリ 総務担当理事
北條　勝貴 文学部史学科教授 ソフィア・アーカイブズ館長
永井　敦子 文学部フランス文学科教授
西岡　芳文 文学部特任教授（課程センター・学芸員課程）
飯島　真里子 外国語学部英語学科准教授 議長（2021年10月開催第8回～）
ウェッセルズ　デヴィッド 上智大学名誉教授 オブザーバー（2021年4月～）

大日方　聖信 総務局広報グループ長兼ソフィア・アーカイブズ事務長 2021年6月30日までソフィア・アーカイブ
ズ事務長を兼務

飯塚　由美子 総務局広報グループ長兼ソフィア・アーカイブズ事務長 2021年7月～ソフィア・アーカイブズ事務長
を兼務

兼田　言子 学生局学生センター
大塚　幸江 ソフィア・アーカイブズ　 事務局
渡邉　由美子 総務局広報グループ 事務局

◇ 2022 年（2022 年 4 月現在）
氏名 所属等 備考

アガスティン　サリ 総務担当理事
北條　勝貴 文学部史学科教授 ソフィア・アーカイブズ館長
永井　敦子 文学部フランス文学科教授
西岡　芳文 文学部特任教授（課程センター・学芸員課程）
飯島　真里子 外国語学部英語学科教授 議長
ウェッセルズ　デヴィッド 上智大学名誉教授 オブザーバー

飯塚　由美子 総務局広報グループ長兼ソフィア・アーカイブズ事務長 2022年6月までソフィア・アーカイブズ事務
長を兼務

兼田　言子 学生局学生センター
大塚　幸江 ソフィア・アーカイブズ　　 事務局
渡邉　由美子 総務局広報グループ 事務局

◇ 2023 年度（2023 年 5 月現在）
氏名 所属等 備考

アガスティン　サリ 理事長兼イエズス会高等教育担当理事兼総務担当理事 2023年5月1日理事長兼イエズス会高等教育
担当理事就任（兼総務担当理事）

北條　勝貴 文学部史学科教授 ソフィア・アーカイブズ館長
永井　敦子 文学部フランス文学科教授 学生総務担当副学長
西岡　芳文 文学部特任教授（教職・学芸員課程センター） ソフィア・アーカイブズ運営委員
飯島　真里子 外国語学部英語学科教授 議長
ウェッセルズ　デヴィッド 上智大学名誉教授 オブザーバー
飯塚　由美子 総務局広報グループ長
兼田　言子 学生局学生センター
後藤　暁子 ソフィア・アーカイブズ事務長 2022年7月～ソフィア・アーカイブズ事務長
大塚　幸江 ソフィア・アーカイブズ（事務局）
渡邉　由美子 総務局広報グループ（事務局）
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■資料3　設置中高アーカイブズ・ワーキンググループメンバー一覧
◇ 2022 年度

氏名 所属 備考
李　聖一 カトリック・イエズス会センター長 座長
西岡　芳文 文学部
ウェッセルズ　デヴィッド 名誉教授
湯川　嘉津美 総合人間科学部教育学科
土持　和久 中等教育事務室
長屋　忠 栄光学園中学高等学校(事務統括）
柴田　紘孝 六甲学院中学校・高等学校
三谷　淳 広島学院中学校・高等学校
林　慶太 上智福岡中学高等学校
後藤　暁子 ソフィア・アーカイブズ（事務長） 事務局
大塚　幸江 ソフィア・アーカイブズ 事務局

◇ 2023 年度
氏名 所属 備考

李　聖一 カトリック・イエズス会センター長 座長
西岡　芳文 文学部
ウェッセルズ　デヴィッド 名誉教授
湯川　嘉津美 総合人間科学部教育学科
土持　和久 中等教育事務室
山田　宏幸 栄光学園中学高等学校(事務統括）
置村　公男 六甲学院中学校・高等学校
三谷　淳 広島学院中学校・高等学校
林　慶太 上智福岡中学高等学校
後藤　暁子 ソフィア・アーカイブズ（事務長） 事務局
大塚　幸江 ソフィア・アーカイブズ 事務局

◇ 2024 年度
氏名 所属 備考

李　聖一 カトリック・イエズス会センター長 座長
西岡　芳文 文学部
ウェッセルズ　デヴィッド 名誉教授
湯川　嘉津美 総合人間科学部教育学科
土持　和久 中等教育事務室
山田　宏幸 栄光学園中学高等学校(事務統括）
置村　公男 六甲学院中学校・高等学校
三谷　淳 広島学院中学校・高等学校
林　慶太 上智福岡中学高等学校
後藤　暁子 ソフィア・アーカイブズ（事務長） 事務局
大塚　幸江 ソフィア・アーカイブズ 事務局
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■資料4　企画展示実績（大学公式ホームページより）
3-1-1　2018 年度
3-1-1-1　「キリシタンの世紀」　

主催：キリシタン文庫　

場所：6 号館 1 階展示スペース 2

会期：2018 年 10 月 19 日～ 2019 年 3 月 8 日
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3-1-1-2　「イコンに見る聖書の世界　－キリストの受難と復活－　鞠安日出子の祈り」
主催：カトリック・イエズス会センター　

場所：6 号館 1 階展示スペース 2 および 2 号館 1 階カトリック・イエズス会センター入口横

会期：2019 年 3 月 12 日～ 6 月 20 日
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3-1-2　2019 年度
3-1-2-1　「上南戦第 60 回記念大会　－スポーツを通じた交流の歴史－」

主催：上智大学、協力：南山学園南山アーカイブズ

場所：6 号館 1 階展示スペース 2

会期：2019 年 6 月 24 日～ 9 月 18 日
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3-1-2-2　「ロシアの風景」
主催 : 外国語学部ロシア語学科

場所：6 号館 1 階展示スペース 3

会期：2019 年 7 月 16 日～ 11 月 22 日
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3-1-2-3　「国際部創設 70 周年」
共催：国際教養学部・上智大学史資料室

場所：6 号館 1 階展示スペース 2

会期；2019 年 9 月 20 日～ 2020 年 3 月 16 日
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3-1-2-4　教皇フランシスコ来訪記念写真展「ローマ教皇と上智大学」
主催 : 上智大学

場所：2 号館 1 階エントランス

会期：2019 年１1 月 14 日～ 12 月 20 日
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3-1-2-5　ローマ教皇来日記念写真点　ジョー・オダネル写真展「戦争がもたらすもの」
主催：�上智大学、NPO 法人アース・アイデンティティ・プロジェクツ、後援：TBS テレビ、協力：TBS スパー

クル／ Kimiko O’Donnell ／大原哲夫編集室／山崎真

場所：6 号館 1 階エントランス

会期：2019 年 11 月 15 日～ 11 月 29 日
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3-1-2-6　「ローマ教皇と上智大学」
主催：上智大学

場所：6 号館 1 階展示スペース 3

会期：2019 年 11 月 25 日～ 2021 年 8 月 8 日
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3-1-2-7　「教皇フランシスコ　来校ありがとう」
主催：上智大学

場所：6 号館 1 階展示スペース 2	

会期：2020 年 3 月 17 日～ 2021 年 10 月 6 日
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3-1-4　2021 年度
3-1-4-1　「聖イグナチオ」展　※同じ内容のパネルを中高 4 校巡回展示用にも制作

主催：カトリック・イエズス会センター

場所：2 号館 1 階カトリック・イエズス会センター壁面

会期：2021 年 6 月 18 日～（常設）

（上智学院カトリック・イエズス会センターホームページより）
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3-1-4-2　「新カトリック大事『展』」
主催：新カトリック大事典編纂室

場所：6 号館 1 階展示スペース 3 および図書館 1 階

会期：�（6 号館 1 階）2021 年 8 月 9 日～ 2022 年 3 月 21 日、( 図書館 )2021 年 8 月 9 日～ 10 月

22 日
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3-1-4-3　「聖イグナチオの霊的な遺産」
主催：カトリック・イエズス会センター

場所：6 号館 1 階展示スペース 2

会期：2021 年 10 月 7 日～ 2022 年 12 月 12 日
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3-1-4-4　「千代田区の歴史発掘　－占領下のアメリカ文化－」
主催：アメリカ・カナダ研究所

場所：6 号館 1 階展示スペース 3

会期：2022 年 3 月 23 日～ 2022 年 12 月 11 日	
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3-1-5　2022 年度
3-1-5-1　「上智大学新聞学科と日本の新聞学」

主催：文学部新聞学科

場所：6 号館 1 階展示スペース 2

会期：2022 年 12 月 14 日～ 2023 年 5 月 30 日
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3-1-5-2　「フランスにおける『服』と『政治』」
主催：外国語学部フランス語学科　サルブラン先生のゼミ

場所：6 号館 1 階展示スペース 3

会期：2022 年 12 月 14 日～ 2023 年 10 月 11 日



59

3-1-6　2023 年度
3-1-6-1　「NAGASAKI から世界へ『平和を』　被爆医師　永井隆と妻緑からのメッセージ」

※長崎市永井隆記念館から展示パネル借用

主催：カトリック・イエズス会センター

場所：6 号館 1 階展示スペース 2

会期：第 1 期　2023 年 6 月 1 日～ 7 月 27 日、第 2 期　2023 年 8 月 1 日～ 10 月 12 日
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3-1-6-2　「上智の『鷲』とともに　－大学の理想と『校章』－」
主催：ソフィア・アーカイブズ

場所：6 号館 1 階展示スペース 2 および図書館 1 階

会期：�（6 号館 1 階）2023 年 10 月 13 日～ 2024 年 9 月 17 日、( 図書館 )2024 年 3 月 25 日～ 5

月 30 日

3-1-6-3　「他者のために、他者とともに　上智大学短期大学部サービスラーニングの挑戦」
主催：上智大学短期大学部

場所：6 号館 1 階展示スペース 3

会期：2023 年 10 月 13 日～ 2024 年 1 月 19 日
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3-1-6-4　「人間　アルペ神父に問う　Men for Others 展」
主催：カトリック・イエズス会センター

場所：6 号館 1 階展示スペース 3

会期：2024 年 1 月 22 日～ 10 月 8 日
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3-1-7　2024 年度
3-1-7-1　「鞠安日出子イコン・日本画展　- 生きる力 -」

主催：カトリック・イエズス会センター

場所：6 号館 1 階展示スペース 2

会期：2024 年 9 月 25 日～ 10 月 18 日
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3-1-7-2　�「カンボジアでのソフィア・ミッション（1979 年～ 2023 年）難民救済活動からアンコール・ワッ
ト西参道完成まで」

主催：アジア人材養成研究センター

場所：6 号館 1 階展示スペース 2、3

会期：2024 年 10 月 22 日～ 2025 年 4 月 30 日
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■資料5　3-1　6号館1階企画展示ちらし
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人人間間 アアルルペペ神神父父にに問問うう
展展

期 間

場 所

～
平日 ～

四谷キャンパス 号館 階展示コーナー

カトリック・イエズス会センター主 催
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講演会 鞠安日出子 講演会
テーマ 「生きる力：天と地の狭間を生きる」

�����������������������

場所： 上智大学カトリック・イエズス会センター�号館�階入場無料・申込不要

場　所

作者紹介

イコン画家 鞠安日出子　Hideko Maria

���� 年長野県生まれ、

���� 年東京学芸大学美術科卒業、 

日本美術院展入選� 回、春の院展入選� 回、 

大調和会展受賞� 回、ブロードウェイ大賞展一席

� � � � � � �� ��� � � � � � � � 
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 � � � �
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上智学院カトリック・イエズス会センター・�号館�階ロビー & �号館�階
Sophia School Corporation Catholic Jesuit Center / Entrance Hall Bldg. #2 & Bldg. #6

日　時
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日
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本
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会　　期：2024年10月22日～（終了時期未定）

場　　所：上智大学6号館（ソフィアタワー）1階展示スペース

主　　催：上智大学アジア人材養成研究センター

アクセス：JR中央線 四ッ谷駅／東京メトロ丸の内線・南北線 四ッ谷駅から徒歩3分

企画展

カンボジアでのソフィア・ミッション（1979年～2023年）

難民救済活動からアンコール・ワット西参道完成まで

The Sophia Mission in Cambodia  (1979 – 2023)
From Efforts at Refugee Relief to the Completion of the Angkor Wat Western Causeway

アクセスとキャンパスマップは
こちらでご確認
いただけます→

お問い合わせ・ご意見・
ご感想など
はこちら→
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◆6 号館 1 階（新宿通り沿い） 
アンコール・ワット模型 （スケール 1：100） 

◆6 号館 1 階（廊下中央） 展示スペース 2 
「難民救済活動からアンコール・ワット西参道完成まで」 
33 年間におよぶ西参道修復工事完成までの道のりを
紹介します。 

◆6 号館 1 階（S カフェ向かい側） 
展示スペース 3  「世界をつなぐひとになれ」 
支援の輪や各校の取り組みを紹介します。 

新宿通り側 
出入口 

2 号館方面 
出入口 

東門方面 
出入口 

企画展 カンボジアでのソフィア・ミッション   

6 号館 1 階 展示場所のご案内 

7

号

館 

◆7 号館横 アンコール・ワットの石材 
※工事中でご覧いただけない場合があります 
2017 年に 6 号館（ソフィアタワー）の竣工
を記念して「石積み伝統技法」の公開実演の
ため、アンコール・ワットから運ばれてきた石材
です。 

西参道完成記念映像（石澤良昭所長による保存官養成プロジェクトと 
アンコール・ワット西参道修復工事についての解説あり）はこちらの QR コード 
からご覧いただくことができます。                       
映像：ラオ レイ (Rey Lao) 

S カフェ 

北
門

 

（
新

宿
通

り、
JR

四
ッ谷

駅
方

面
）
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■資料6　3-1　6号館1階企画展示ポスター
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■資料7　7-4　その他の活動　クリスマスコンサートちらし
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ソフィア・アーカイブズ
年間活動報告書
2020年度～2024年度


